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Ⅲ 調査票・回答要領  

 

１ 関係機関 
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相談・支援機関向け 

ひきこもりに関する支援状況等調査【回答要領】 

１ 共通事項  

【本調査におけるひきこもりの定義】 

・ 本調査におけるひきこもりの定義は、以下のとおりです。ただし、重度の障害、

疾病等で外出できない者を除きます。 

「様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就

労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には６ヵ月以上にわたって概ね家庭に

とどまり続けている状態（他者と交わらない形での外出※をしていてもよい）」 

※ 他者と交わらない形での外出 

「趣味の用事の時だけ外出する」「近所のコンビニなどには出かける」を指しま

す。 

・ 本調査においては、ひきこもりの状態にある本人を「当事者」と表記します。 

 

【調査時点】 

・ 相談実績についての設問（Ｑ５からＱ22まで）については、令和元年度中（平成

31年４月１日から令和２年３月31日まで）の実績を回答してください。 

・ その他の設問については、令和２年９月現在の状況を記入してください。 

 

【記入方法】 

・ 調査票の回答欄に回答を記入してください。 

・ 選択式の設問については、あてはまる選択肢の丸数字を回答欄に記入してくださ

い。「その他」の選択肢を選んだ場合は、回答欄に具体的な内容を記載してくださ

い。 

 

【その他】 

・ 民間の法人が行政機関の事業を受託している場合、調査票が複数届くことがあり

ます。調査票が送付された封筒に記載されている宛名を確認し、調査票ごとにそれ

ぞれの立場で回答してください。法人の独自事業と受託事業について、一枚の調査

票にまとめず、回答してください。 

（例）社会福祉協議会が自治体の生活困窮者自立相談窓口の事業を受託している 

   ＮＰＯ法人が地域若者サポートステーション事業を受託している 等 

・ 生活困窮者自立相談支援機関の担当部署が福祉事務所に置かれている場合、調査

票が複数届くことがあります。調査票が送付された封筒に記載されている宛名を確

認し、調査票ごとに、生活困窮者自立相談支援機関に係る取組・実績と、その他の

事業に係る取組・実績を分けて回答してください。 

・ 相談者の氏名等、個人情報は記載しないでください。 

２ 各設問回答上の注意  

【Ｑ５からＱ22まで 「ひきこもりに係る相談」の捉え方】 

・ 当事者からの相談だけでなく、家族等からの相談も回答の対象としてください。 
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・ 複合的な課題に関する相談であっても、ひきこもりに関する相談内容が含まれて

いる場合は、ひきこもりに係る相談とみなし、回答の対象としてください。 

・ ひきこもりに関すること以外での相談等から、家族の中にひきこもり状態にある

者がいることを把握しているが、相談者が当事者に関する相談や支援を望まない場

合であっても、貴所属としてひきこもりが課題となっていると判断し相談・支援を

行っているケースについては、回答の対象としてください。 

 

【Ｑ６ 相談件数】 

・ 同一の相談者が複数の相談方法により相談を行っている場合、それぞれの相談方

法の件数に計上してください。 

 

【Ｑ７ 相談者数】 

・ 同一の相談者が複数の相談方法により相談を行っている場合、それぞれの相談方

法の相談者数に計上してください。 

・ 一人の当事者について、複数の相談者がいる場合、それぞれの相談方法の相談者

数に計上してください。 

（例）一人の当事者について、親ときょうだいから相談を受けている 

 

【Ｑ９ 新規相談者数】 

・ 平成30年度以前から継続して支援を行っている相談者について、令和元年度中に

新たにひきこもりに係る課題が把握された場合は、新規の相談とみなし、件数に含

めてください。 

・ 匿名での相談等で、過去の相談歴の有無が確認できない場合は、新規の相談とみ

なし、件数に含めてください。 

 

【Ｑ10 当事者の年齢】 

・ 令和元年度末（令和２年３月31日）現在で把握している年齢について回答してく

ださい。 

 

【Ｑ11 ひきこもりの状態が継続している期間】 

・ 令和元年度末（令和２年３月31日）時点で相談・支援を継続しているケースにつ

いては、令和元年度末時点での期間を回答してください。令和元年度の途中で相

談・支援が終了したケースについては、相談・支援の終了時点での期間を回答して

ください。 

・ 一度ひきこもりの状態であった人が社会参加を行った後、再度ひきこもり状態に

なっているケースについては、社会参加の期間が短い場合はひきこもりの期間を通

算する、一定の期間安定的に社会参加を行っていた場合は直近のひきこもり期間の

みを回答対象とする等、実態に即して個別に判断してください。例えば、学生時代

に不登校の経験があり、大学卒業後10年間就労したものの、再度ひきこもり状態に

なっているような場合は、直近のひきこもり期間のみを回答してください。こうし

た判断が難しい場合には、「ひきこもりの状態が断続的であり判断が難しい」ケー

スとして回答してください。 
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【Ｑ12 ひきこもりの状態となった年齢】 

・ 一度ひきこもりの状態であった人が社会参加を行った後、再度ひきこもり状態に

なっているケースについては、社会参加の期間が短い場合はひきこもりの期間を通

算し、最初にひきこもり状態になったときの年齢を回答対象とする、一定の期間安

定的に社会参加を行っていた場合は直近のひきこもり状態になったときの年齢を回

答対象とする等、実態に即して個別に判断してください。例えば、学生時代に不登

校の経験があり、大学卒業後10年間就労したものの、再度ひきこもり状態になって

いるような場合は、直近のひきこもり状態になったときの年齢を回答してくださ

い。こうした判断が難しい場合には、「ひきこもりの状態が断続的であり判断が難

しい」ケースとして回答してください。 

 

【Ｑ16 相談までに要した期間】 

・ ひきこもり以外に関する相談等に対応する中でひきこもりの課題が把握されたケ

ースについては、ひきこもりの課題を把握した時点をひきこもりに係る相談の開始

とみなし、回答してください。 

 

【Ｑ17 貴所属における支援期間】 

・ 令和元年度末（令和２年３月31日）時点で相談・支援を継続しているケースにつ

いては、令和元年度末時点での期間を回答してください。令和元年度の途中で相

談・支援が終了したケースについては、相談・支援の終了時点での期間を回答して

ください。 

・ ひきこもり以外に関する相談等に対応する中でひきこもりの課題が把握されたケ

ースについては、ひきこもりの課題を把握した時点をひきこもりに係る相談の開始

とみなし、回答してください。 

 

【Ｑ19 当事者の心身の状況】 

・ 「精神疾患を有している」とは、精神障害者保健福祉手帳を取得している場合を

含みます。 

・ 精神疾患を有している（または疑いがある）ケースについては、精神疾患がひき

こもり状態となるきっかけや要因となっている場合と、ひきこもり状態が継続した

結果二次的に精神疾患の症状が見られる場合が考えられますが、いずれの場合も回

答の対象としてください。 

 

【Ｑ21 主たる生計維持者、Ｑ22 生計維持者である親の年齢】 

・ 本調査における「主たる生計維持者」とは、当事者に対して主に経済的支援を行

っている者を指します。 

・ 当事者が仕送りを受けている場合は、仕送りをしている者を「主たる生計維持

者」とみなし、回答してください。 

・ 当事者に対し経済的支援を行っている者が複数いる場合は、最も多く支援を行っ

ている者を「主たる生計維持者」とみなし、回答してください。 
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２ 地域包括支援センター 
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地域包括支援センター向け 

 

ひきこもりに関する支援状況等調査【回答要領】 

 

【本調査におけるひきこもりの定義】 

・ 本調査におけるひきこもりの定義は、以下のとおりです。ただし、重度の障害、

疾病等で外出できない者を除きます。 

「様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就

労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には６ヵ月以上にわたって概ね家庭に

とどまり続けている状態（他者と交わらない形での外出※をしていてもよい）」 

※ 他者と交わらない形での外出 

「趣味の用事の時だけ外出する」「近所のコンビニなどには出かける」を指しま

す。 

・ 本調査においては、ひきこもりの状態にある本人を「当事者」と表記します。 

 

【記入方法】 

・ 調査票の回答欄に回答を記入してください。 

・ 選択式の設問については、あてはまる選択肢の丸数字を回答欄に記入してくださ

い。「その他」の選択肢を選んだ場合は、回答欄に具体的な内容を記載してくださ

い。 

・ 回答者が現在把握している状況を回答してください。本調査に回答するための事

実確認（家庭への聞き取り等）までは不要です。 

・ 相談者の氏名等、個人が特定できる情報は記載しないでください。 
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３ 民生委員・児童委員 
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民生委員・児童委員向け 

 

ひきこもりに関する支援状況等調査【回答要領】 

 

【本調査におけるひきこもりの定義】 

・ 本調査におけるひきこもりの定義は、以下のとおりです。ただし、重度の障害、

疾病等で外出できない者を除きます。 

「様々な要因の結果として社会的参加（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就

労、家庭外での交遊など）を回避し、原則的には６ヵ月以上にわたって概ね家庭に

とどまり続けている状態（他者と交わらない形での外出※をしていてもよい）」 

※ 他者と交わらない形での外出 

「趣味の用事の時だけ外出する」「近所のコンビニなどには出かける」を指しま

す。 

・ 本調査においては、ひきこもりの状態にある本人を「当事者」と表記します。 

 

【記入方法】 

・ 調査票の回答欄に回答を記入してください。 

・ 選択式の設問については、あてはまる選択肢の丸数字を回答欄に記入してくださ

い。「その他」の選択肢を選んだ場合は、回答欄に具体的な内容を記載してくださ

い。 

・ 回答者が現在把握している状況を回答してください。本調査に回答するための事

実確認（家庭への聞き取り等）までは不要です。 

・ 相談者の氏名等、個人が特定できる情報は記載しないでください。 

 


